
2 3 •林業労働安全

1試験担当者

機械化部作業第1研究室:辻 隆造,石井邦彦,桑原正明

2試験目的

国有林事業における林業労働災害発生仲教は,非常に多いので,その原因を追求して林業労 

働の災害防止に対する基礎資料をうる。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1集団の人間関係について

集団のモラール,性格,欲求が災害と関連があるといわれている点から,帯広営林局管内 

でトラクタ集材偷における集団のモラール,性格と,各作業員の災害経歴を"調査した。

2新しく改正された伐木造材竹璞基準,集材機作業基準について,その実行が容易に行左わ 

れるよう,現地での実態を調査し,その解説書を作成した。

3 集団の人間関係についての資料数が不足で,一定の結果はつかみえなかったが,集団のモ 

ラールと集団性格の間田は,今までの調査結果と同じように,高い相関がみられた。災害と 

の関連については個人の性格と災害頻発者の関係で若干の知見を得た。

4.伐木造材作業基準解説宙
｝を公干IJした。

集材機作業基準解説書

4昭和44年度試験計画
1 伐木造材作業については,作業姿勢を分析し,作業位健,機械の保持角度の検討

2 集材機作業については,運転手に及ぼす振カ,騒音の影密を調査し,その防止対策を検 

討する。

すた,遅転席と機械据付位置の関係を検討する。

3 職場集団のモラールと集団を形成する成員の集団性格を求め,災害との関連を究明する。
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2 4 .林地肥培(成木施肥と航空機散布)

1試驗担当者

土嶼部土堆肥料科長:塘 隆男

〃 研究室

北海道支場土壤研究室

東北支場育林第5研究室

関西支埸土壊研究室:

四国支場土顷研究室:

九州支場土唳研究室:

2試験目的

国有林の林地肥培事業と十分連絡をとり,共同研究の体制のもとに,過去の肥培林地の効果 

の実態を調査,把握し,今後解明すべき問題点を摘出し,過去の研究成績から研究を推展させ, 

各地域ごとに各立地条件に対応した林地肥培技術を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた腊果

1 各地の既往試験地について,必要に応じて除間伐,施肥,成供毋の調査を実施し,中間報 

吿としてとり凄とめた。

2スギ幼令林,成木材とも施肥区に顕著な肥効が認められた。

5除草剤と肥料の混用による下刈短縮については継続調査を行ない,酸化還元電位の季節変 

動,E h曲線の麦価)を調査したか,季節的にEれ曲線は徐々に降下し,肥料との併用にょっ 

て急激に降下することがわかった。

4 広葉樹を対象に肥培林土壊の経年変化を調べた結果,植裁1,2年後から〇換性カルシュ 

ウム含燈の減少がみられた。また肥料が土贖にどのよ5な影聲を与えるかを葉分析によって 

調査した。

5肥培木の材質田ついて,地位別材質曜を行なったが,地位のよいものほど年輪巾が広く 

早材部の細胞直径の大きい傾向を示した。

6.航空施肥を名古屋局と共同で行ない»人工散布よりはるかに均一に散布できることを認め 

た。

4昭和44年度試験計画

1 林試の既存肥培試験地の継続調査

-41-


